
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 3 年 国語 論理国語 2 特進理系私立型 

教科書・副教材 精選論理国語（東京書籍）/入試漢字コア 2800 改訂版（桐原書店） 

 

科目の目標 

多様なジャンルの論理的な文章の読み方を学び、筆者の考えを読解する力を養う。一方で、読解に留まることなく、文章をふ

まえて自分の意見を考える力や、筆者の意見に対して疑う力など、題材を活用して多様な力を身につける。また、語彙力を豊

かにすることで、自分の考えを相手に伝える力の幅を広げていく。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文章を読み取って自分の考えを深

め、相手や場に応じて表現すること

に意欲をもつ。言葉の働きに関心を

もち、ものの見方や感じ方、考え方

を豊かにしようとしている。 

話題について多面的に検討して自

分の考えをもち、論理の構成や展開

を明確にして意見を述べる力を身

につけている。話したり聞いたり話

し合ったりしたことの内容や表現

の仕方について的確に自己評価や

相互評価を行うことができる。 

相手や目的に応じて題材を選び、適

切な文章の形態や文体、語句、論理

構成などで書く技能を身につけて

いる。優れた表現の条件を理解し、

書いた文章について的確に自己評

価や相互評価を行うことができる。 

評価の方法 

小テスト 

定期考査 

 

課題 

リフレクション 

定期考査 

課題 

リフレクション 

 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

ガイダンス 1  

《言語》「混じり合う言葉」／「思考への扉２ 言語的相対論」 4 成果物/定期考査 

《時間》「鏡の中の現代社会」／「思考への扉 3 時代の幕開け」 4 成果物/定期考査 

《情報》「おじいさんのランプ」 4 成果物/定期考査 

《歴史》「原始社会像の真実」 4 成果物/定期考査 

   

   

２ 

学 

期 

《哲学》「ロボットは意志を持つか」 4 成果物/定期考査 

《共同体》「社会の壊れるとき―知性的であるとはどういうことか」／「思考へ

の扉 4 アポリア」 

4 成果物/定期考査 

《情報》「虚実の間に」 4 成果物/定期考査 

《倫理》「抗争する人間」 4 成果物/定期考査 

   

   

   

   

３ 

学 

期 

受験対策   

   

   

   

 


